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百貨店･ＧＭＳのプレミアム化と価値創造戦略(その４)!! 

（流通とＳＣ・私の視点1044より続く） 

 

百貨店のハイブリッド・プライス戦略やプレミアム価値創造により、百貨店は専門店業態に競争優位性を持

って棲み分けることを可能にする「ＭＤｉｎｇを活かすノウハウ」が必要です。多くのＭＤｉｎｇ戦略は、商

品の持つ特性とそれに付加するサービスを基にライフソリューション＆ライフクリエーションの生活を提案す

るノウハウのみです。これを「ＭＤｉｎｇ技術ノウハウ」と読んでいます。 

ＭＤｉｎｇ技術ノウハウがいかに優れていても、ＭＤｉｎｇを活かすノウハウが確立されていなければ、成

果（売上、粗利益、経常利益）は出ません。百貨店とＧＭＳをプレミアム価値化（顧客が価格から見てお得感

が２倍以上の価値化になるＭＤｉｎｇ）するためには、ＭＤｉｎｇ技術ノウハウだけでは達成できません。 

百貨店とＧＭＳがプレミアム価値化したＭＤｉｎｇを可能とするためには、日本の百貨店とＧＭＳが持つ２

つの巨大集客力を活用し(起爆剤）、その集客の波及効果を応用することが必要です。 

巨大集客力とは、次の２つです。 

①１つは、日本の百貨店とＧＭＳが持つ「食品売場の集客力」です。 

②２つは、日本ではＧＭＳは出店していますが、百貨店がＳＣの核店となることにより活用できる「ＳＣの

持つ集客力」です。 

アメリカの百貨店やＰＤＳ（プロモーショナル･デパートメントストア）は食品売場の集客力は持っていま

せんが、ＳＣの持つ集客力は積極的に活用しています。 

（１）食品売場の集客力によるＭＤｉｎｇのプレミアム価値化戦略 

日本の百貨店やＧＭＳはアメリカとは異なり、食品売場を持っています。この食品売場の集客力によって百

貨店やＧＭＳは成立している要素が多くあります。特に、ＧＭＳは売上高の50％が食品の売上であり、百貨店

も郊外立地の場合は40～50％が食品の売上になっています。しかも、ＧＭＳは単独出店やＳＣの核店である場

合食品売上は25億～30億円ですがＲＳＣの中だと50億～60億円と倍増し、同様に食品売場の売上に比例して

非食品売場（アパレル・身の回り品、ホーム、ホビー…等）の売上も２倍となっています。ただ、食品の集客

と比例する売上だけでは、ＭＤｉｎｇのプレミアム価値化ができていません。百貨店もＧＭＳも、現状の「食

品売上：非食品売上＝１：１」から「１：1.5～2.0」まで高めることが、ＭＤｉｎｇのプレミアム価値化戦略

です。すなわち、ＧＭＳは食品と非食品の売上構成比を「食品 40％、非食品 60％」（１：1.5 の比率）とする

ための、非食品売場のＭＤｉｎｇのプレミアム価値化戦略が必要です（Ｇ－Ｙ１ノウハウ）。また、百貨店は食

品と非食品の売上高構成比を「食品33％、非食品67％」（１：２の比率）とするため、非食品売場のＭＤｉｎ

ｇのプレミアム価値化戦略が必要です（Ｄ－Ｙ１ノウハウ）。いずれにしても、日本独自の食品を基軸とする総

合業態の特性を活用することにより、ＭＤｉｎｇを活かす戦略を導入すべきです。 

（２）ＳＣの持つ集客力によるＭＤｉｎｇのプレミアム価値化戦略 

アメリカの百貨店やＰＤＳはＳＣが持つ集客力と独自ＭＤｉｎｇを見事に活用して、カスタマイズ化したＭ

Ｄｉｎｇ（自店が目指す客が最大限満足する店＝あなた好みの店づくり）とリスクＭＤｉｎｇ（すべて買い取

りの自主企画ＭＤｉｎｇによる店づくり）を行っています。 

日本のＧＭＳはＳＣの集客に比例して、単独出店やＣＳＣの核店ならば売上高が 50 億～60 億円ですが、Ｒ

ＳＣの核店となると 100 億～120 億円となっています。百貨店は逆に、ＳＣの集客とは相乗効果が発揮できず

に、本来ＲＳＣは百貨店がプレミアム価値化ＭＤｉｎｇを行う絶好のチャンスの立地であるにもかかわらず、

失敗しているケースが多くなっています。 

ＧＭＳは食品と同様にＳＣの集客と比例して非食品の売上も増大していますが、ＳＣの集客を起爆剤として

ＳＣの集客を上回るプレミアム価値化したＭＤｉｎｇはできていません（Ｇ－Ｙ２ノウハウ）。また、百貨店は

モールの物販専門店との優位性がないため散々な売上となり、ＳＣの集客を起爆剤とするプレミアム価値化し

たＭＤｉｎｇが全くできていません（Ｄ－Ｙ２ノウハウ）。いずれにしても、ＭＤｉｎｇの技術ノウハウだけで

はなく、ＭＤｉｎｇを活かすノウハウを用いないとプレミアム価値化したＭＤｉｎｇは不可能です。 
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